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 １１月２５日（金）より行われた全県新人登山競技大会の男子団体クライミ

ング部門で本校山岳部が第１位となりました。また、入賞に貢献した西村玲

君と宇沼純輝君（ともに２年生）の２名は、１２月２３日（金）より埼玉県加須

市で行われる全国クライミング選手権に出場します。 

 主将の西村君は、「私はクライミング競技に関心があり、山岳部に入りまし

た。今回出場するリードクライミング競

技は、高さが１０～１５ｍ位の人工の壁

を、制限時間内で自分で命綱を掛け

ながら登る競技です。秋田県には十分

にリードクライミングを練習できる大きな

練習場所が少なく、練習が十分ではあ

りませんが、全国大会では自分たちの

力を出し切り、すこしでも高く登りたいで

す。」と出場の抱負を語っていました。 

 

 

西村玲君、宇沼純輝君  

模擬投票の様子 

宇沼純輝君（左）西村玲君（右） 

「原発再稼働」賛成？ 反対？ 

模擬投票で学ぶ 

選挙啓発出前講座  
 １２月１５日(木）に秋田県選挙管理委員会の主催による選挙

啓発出前講座が本校３年生を対象に開催されました。投票する

前には投票箱が空であることを確認し、投票が終わった後には

しっかりと鍵が掛かっていたことを確認するなど、厳正に選挙

が行われる仕組みや、実際に投票するときの動きなどを学びま

した。 

 実際に模擬投票を行うにあたり、２名の生徒が原発賛成派と

反対派に分かれて演説を行い、両候補の演説を聞いた後に実際

に投票を行いました。 

 投票に参加した生徒は、「選挙の時にどう動けばいいのかわ

かった。」「６月に参議院議員選挙を行ったので今日は戸惑わ

なかった。」「名前を書くだけで当選が決まると思うと責任を

感じた。」などと感想を話していました。 



  １月１３日（金）始業式、整容指導⑦ 

          実力テスト③（１・２年）           

    １４日（土）センター試験（～１５日） 

    ２０日（金）進研模試（２年）～２１日 

    ２１日（土）進研模試（１年） 

    ２６日（木）スクールカウンセラー来校日 

    ２７日（金）ＢＶ会（～２８日） 

          「みんなで一泊避難訓練」 

    ３０日（月）学年末考査（３年）                    

    ３１日（火）前期選抜（生徒休業日） 

               

「ささいなことを誰かのために」 
～２学期終業式から～ 校 長  猪股 清子 

 ２学期末考査に向けた「要点整理ぺーパーコンクー

ル」が開催され、３年Ｃ組が優勝しました。このコン

クールはクラス全員がペーパーを作成し、その平均点

（５点満点）で順位をつけるものです。満点の５点の

評価を受けた３Ｃの上林凌君は、「授業を受けている

中でテストに出そうだと思った語句を選んでまとめま

した。計算問題も公式がわかれば解けるので、重要と

思われる公式をまとめました。」と感想を語っていま

した。各クラスの優秀ペーパーが各学年の廊下に貼り

出されています。ぜひ今後の参考にしてください。 

期末考査対策「要点整理ペーパー」 

クラス対抗コンクール 
１位３Ｃ 3.44点   ２位１Ｄ 3.43点   ３位２Ｂ 3.37点 

「１１０番の日」広報用ポスター 
最優秀賞 須田奈々子さん（３年情報メディア科） 

 12月12日（月）に表彰式が行われ、須田さんが秋田県警本部より最優秀賞

を受賞しました。須田さんは「見る人に注目してもらうことを考えて、教室の黒

板をデザインに取り入れました。このポスターを通じて１１０番通報の正しい使

い方を知ってほしいです。」と受賞の喜びを語っていました。須田さんは４月より

東京都内の「シーシーエス」という企業に就職し、デザインに関する仕事に就き

ます。「今回の受賞は仕事をしていく上で自信になります。これからも人々の視

覚に訴えるデザインができるように頑張ります。」と抱負を述べていました。 

  2016年もまもなく終わります。みなさんにとってどん

な一年だったでしょうか。年末年始というのは、自分

を振り返り新たな目標を意識するのに、一番いい時

期です。行く年を惜しみ、「あの時こうしていたら」とい

う切ない気持ちが、新しい目標を連れてきてくれるか

らです。  

 ３年生は、これから進路決定に挑む人もすでに内

定や合格を得た人も、高校生活の締めくくりをするこ

とになります。締め方はいろいろでしょう。いずれにし

ろ４月からの「助走」であることを意識して、生活して

ほしいと思います。 

 助走といえば、私の好きなフレーズを１学期の始業

式や終業式で話しました。 

 “気がつけば助走なしでも超えられる低いハードル

ばかりを選んでいた”です。同じ学校、同じ仕事でも、

ハードルの高さは自分自身で選べます。どう跳ぶの

か、期待して見ていたいと思います。 

  ２年生１年生は、この時期を、自分を検証する

時間にして下さい。マイナス思考にならず、何か前

より良くなったことはないか、よく自分の中を探して

見ましょう。まず自分で自分を認めることが第一歩

です。そこから次の歩みが踏み出せるはずです。 

 社会では、人を思いやる気持ちに欠けた残念な

出来事が続いています。私の愛読書である『アイ

ンシュタインの言葉』の中に、「人の真の価値は、

受け取ることではなく、与えることにあります」という

言葉があります。本当にそうだと思います。「ささい

なことを誰かのために」と心がけていきたいもので

す。 

   限りある高校生活の一つの節目に、普段とは違

う人と話をしたり、本の中で様々な人間に出会った

りして、考えを深める機会にしてくれるように願って

います。 


